
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

秋が深まり、朝晩の冷え込みを感じる季節となりました。季節の変わり目は体調を崩しやすいので、食

事・運動・休養の３つの柱を大切に規則正しい生活習慣を送りましょう。１１月２３⽇（日）は勤労感謝の

⽇です。毎日の給食も多くの人が携わって作られています。食材を生産する人、運ぶ人、作る人など、食

に携わる人々への感謝の気持ちを忘れないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本郷台中学校での「和食の日」の取り組み 

和食の日の取り組みとして２つの献立を実施します。 

①季節を表現した和菓子（11 月 20 日） 

 和食と結びつきの深い和菓子を提供します。秋らしい和菓子を楽しみにしていてください。 

②愛媛県大洲市の「芋煮献立」（11 月 27 日） 

 文京区は、文化振興や災害応援の協定を結ぶ島根県津和野町が「日本三大芋煮」の活動に参加

していることから、その活動に協力をしています。本校では愛媛県大洲市から提供される里芋を

使った「芋煮献立」を実施します。 

今月のめあて「感謝の気持ちをもって食事をしよう」 

 

１１月２４日
い い に ほ ん し ょ く

は「和食の日」 

「和食」は、ご飯・みそ汁・おかずの組み合わせや、すし、そば、うどん、天ぷらなどの日本料理を指し、

ラーメンやカレーライスのように外国から伝わった料理も日本風に発展しています。しかし、生活様式の変化

により、郷土料理や行事食といった伝統的な食文化が失われつつあり、その継承が課題となっています。こう

した背景から、2013年に「和食：日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。和

食は日本発祥の伝統的な食文化を意味していて、４つの特徴があります。 

多様で新鮮な食材と

その持ち味の尊重 

健康的な食生活を 

支える栄養バランス 

自然の美しさや季節

の移ろいの表現 

正月などの年中行事

との密接な関わり 

食器を正しく並べ
ましょう。 

「いただきます」「ごち
そうさまでした」を心を
込めて言いましょう。 

お箸を正しく使い
ましょう。 

地域に伝わる郷土料
理や行事食を味わい
ましょう。 


